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井
戸
も
水
質
悪
化

　
「
半
数
が
飲
め
ま
せ
ん
」
！
さ
き
ご
ろ
砧
保
健

所
が
実
施
し
た
砧
地
区
の
井
戸
の
水
質
検
査
の
結

果
を
報
じ
た
新
聞
記
事
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、
約
六
、
五
〇
〇
の
井
戸
の
う
ち
、
　
一
、
二
五

八
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
五
一
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
る
六
四
九
が
飲
み
水
と
し
て
不
適
で
あ

る
と
い
う
結
果
が
で
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
「
渇
水
期
に
こ
れ
だ
け
の
高
い
不
適
率
が
で
た

の
で
は
、
増
水
期
に
な
る
と
も
っ
と
よ
ご
れ
が
ひ

ど
く
な
る
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
夏

を
迎
え
て
、
雨
が
降
れ
ば
降
っ
た
で
よ
ご
れ
が
心

配
で
す
し
、
日
照
り
が
続
け
ば
今
度
は
水
枯
れ
が

悩
み
の
種
と
な
る
わ
け
で
、
こ
の
調
査
結
果
は
、

簡
単
に
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
す
。

　
世
田
谷
区
で
井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
人
は
区

の
西
部
地
区
（
喜
多
見
、
宇
奈
根
、
大
蔵
、
鳥
山

な
ど
）
を
中
心
と
し
て
、
約
一
六
万
人
（
昭
和
4
1

年
3
月
末
）
も
い
ま
す
。
早
く
水
道
を
と
い
う
の

が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
わ
け

で
す
。

　
世
田
谷
区
の
水
道
普
及
率
は
七
七
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
こ
れ
は
二
±
二
区
中
下
か
ら
三
番
目
の

成
績
で
ず
。
東
京
都
の
区
部
全
体
の
普
及
率
は
九

〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
世
田
谷
、
練
馬
、
板
橋
、

杉
並
の
四
区
を
除
い
て
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た

は
そ
れ
に
近
い
数
字
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
都
市

の
基
礎
的
施
設
の
一
つ
で
あ
る
水
道
が
こ
の
よ
う

な
こ
と
で
は
、
世
田
谷
は
ま
だ
後
進
地
域
だ
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
都
は
、
昭
和
50
年
度
ま
で
に
は
、
区
部
の
普
及

率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
拡
張
事
業
の
重
点
を
未
給
水
地
域
の
多

い
練
．
馬
、
世
田
谷
に
お
い
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま

す
が
、
世
田
谷
は
毎
年
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
世
帯

に
し
て
約
一
万
、
人
口
で
約
三
万
五
千
）
程
度
ず

つ
し
か
そ
の
普
及
率
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

で
は
急
速
に
進
む
人
口
増
加
に
は
追
い
つ
い
て
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
の
普
及
率

が
九
〇
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
と
わ
ず
か

一
割
足
ら
ず
の
た
め
に
、
ま
だ
八
年
以
上
も
か
か

る
と
い
う
こ
と
は
、
早
く
水
道
を
ひ
い
て
ほ
し
い

人
々
に
と
っ
て
は
、
た
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
区
議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
こ
の
問
題
に
取
り

組
み
、
去
る
5
月
の
臨
時
会
で
「
上
下
水
道
促
進

特
別
委
員
会
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
だ
活
動
を
は

じ
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
東
京
都
や
政
府
に

根
強
く
は
た
ら
き
か
け
一
日
も
早
く
未
給
水
地
域

が
な
く
な
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
、
で
は
水
道
が
入
る
ま
で
の
問
、
飲

ん
で
は
い
け
な
い
水
を
飲
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い

る
と
い
う
事
態
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題

も
残
り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
を
し
た
の
は
六
、
五
〇

〇
の
井
戸
の
う
ち
の
約
二
割
と
い
う
の
も
気
に
か

か
り
ま
す
。
早
い
機
会
に
全
部
の
井
戸
を
検
査
す

る
必
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
検
査
結
果
の
悪
か

っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
せ
め
て
水
道
が
ひ
か
れ
る

ま
で
の
間
で
も
、
公
費
を
も
っ
て
こ
れ
を
改
善
す

る
よ
う
な
、
積
極
的
な
行
政
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

倉
満
々
と
水
を
た
た
え
て
、
東
京
を
う
る
お
す
小

河
内
ダ
ム
（
写
真
は
東
京
都
広
報
室
提
供
）
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8月1日世田谷区議会だより

▲　　
　
　
正
副
議
長
を
き
め
る
…

　
　
　
　
常
任
委
員
会
は
五
部
門
に

　
こ
の
臨
時
区
議
会
は
、
4
月
1
5
日
の
選
挙

で
新
し
い
構
成
と
な
っ
た
区
議
会
の
識
会
役

員
や
常
任
委
員
の
所
属
を
き
め
る
た
め
に
招

集
さ
れ
、
議
員
か
ら
選
ぶ
監
査
委
員
や
特
別

委
員
会
の
設
置
と
構
成
も
き
め
て
会
期
一
日

で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
（
常
任
、
特
別
委
員
会
構
成
は
三
ペ
ー
ジ
）

●
韻
長
・
副
議
長

　
　
議
　
長
　
　
佐
藤
　
順
　
　
（
自
）

　
　
副
議
長
　
　
中
村
大
吉
　
　
（
自
）

●
監
査
委
員

　
　
笠
原
吉
五
郎
（
自
）

　
　
鈴
木
新
十
郎
（
社
）

●
区
議
会
委
員
会
条
例
の

　
　
　
　
　
　
甲
改
正
（
雛
勲
寧
公
．
民
．
無
）

　
昭
和
4
0
年
4
月
か
ら
、
常
任
委
員
会
は
四

つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
区
の
事
務
事
業
に
対

応
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
区
民
、
厚
生
の

両
部
を
受
け
持
っ
て
い
た
「
厚
生
経
済
」
委

員
会
を
「
区
民
」
「
厚
生
」
に
分
割
す
る
こ
と

が
広
範
囲
な
両
部
の
事
務
事
業
に
対
処
で
き

る
し
ま
た
充
実
で
き
る
と
い
う
の
が
提
案
理

由
。
提
案
者
は
共
産
党
を
除
く
全
議
員
。
共

産
党
は
、
運
営
や
活
動
の
面
で
く
ふ
う
や
努

力
も
し
な
い
で
い
き
な
り
五
委
員
会
制
を
と

る
の
は
早
計
だ
と
し
て
反
対
。

校
外
（
讐
園
条
例
の
褻
昌
9

梅
丘
に
図
書
館
建
設
な
ど
三
十
五
件
を
可
決

　
第
二
回
定
例
会
は
6
月
22
日
か
ら
28
日
ま

で
開
か
れ
、
河
口
湖
林
間
学
園
の
完
成
を
機

に
設
け
ら
れ
る
校
外
学
園
条
例
や
玉
川
支
所

庁
舎
会
館
の
新
築
落
成
に
よ
る
も
の
な
ど
条

例
の
新
設
、
改
正
十
五
件
を
は
じ
め
、
図
書

館
建
設
工
事
契
約
や
監
査
委
員
の
同
意
、
特
，

別
区
道
の
認
定
十
七
件
な
ど
い
ず
れ
も
区
長

提
案
ど
お
り
可
決
し
、
区
議
会
が
推
せ
ん
す

る
農
業
委
員
も
き
め
ま
し
た
。

　
議
決
℃
た
案
件
の
内
容
、
お
も
な
質
疑
、

意
見
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
校
外
学
園
条
例
を
新
設
（
賛
成
全
員
）

　
三
浦
臨
海
学
園
、
河
口
湖
林
間
学
園
を
児

童
生
徒
が
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
学
習
し
、

心
身
の
健
康
な
育
成
を
は
か
る
た
め
活
用
す

る
よ
う
条
例
を
設
け
る
も
の
。

（
問
）
河
口
湖
林
間
学
園
の
利
用
計
画
。
利

　
用
す
る
場
合
の
輸
送
計
画
と
交
通
費
は
。

賄
費
の
額
は
。

（
答
）
中
学
二
年
生
を
中
心
に
、
夏
休
み
中

は
林
間
学
園
、
春
・
秋
は
校
外
学
園
、
冬
季
は

ク
ラ
ブ
活
動
に
と
い
う
計
画
。
バ
ス
を
利
用

し
、
校
外
学
園
の
場
合
は
交
通
費
は
公
費
負

担
。
賄
費
、
臨
海
は
小
学
生
が
対
象
で
一
日

三
百
円
、
林
間
は
中
学
生
で
一
日
四
百
円
前

後
で
や
り
た
い
。

●
防
災
建
築
街
区
造
成
費
用
の
補
助
金
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷺
舶
輔
．
公
．
民
）

　
奥
沢
駅
前
地
区
が
防
災
建
築
街
区
造
成
法

の
指
定
を
受
け
た
の
で
、
事
業
の
計
画
な
ど

に
要
す
る
費
用
の
補
助
を
条
例
化
す
る
も
の
。

防
災
建
築
街
区
造
成
事
業
と
は
、
建
物
の
不

燃
化
に
よ
り
市
街
地
を
再
開
発
す
る
事
業
で
、

ふ
つ
う
は
組
合
を
設
け
て
施
行
す
る
。
事
業

計
画
の
設
定
、
権
利
の
確
定
、
仮
設
店
舗
等

の
設
置
、
建
築
物
の
設
計
、
調
査
、
建
築
物

の
移
転
・
除
却
等
の
費
用
は
、
施
行
者
、
国
、

地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
区
の
補
助
額
は
い
く
ら
か
。
地
元
で

　
ま
だ
賛
成
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う

だ
が
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
区
長
公
選
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
権

　
特
別
区
で
あ
る
東
京
都
内
の
二
十
三
区

は
、
こ
ぞ
っ
て
自
治
権
拡
充
を
唱
え
、
区

長
公
選
・
事
務
事
業
の
大
幅
移
譲
・
財
政

権
の
確
立
を
強
く
国
や
都
に
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

　
戦
後
、
特
別
区
は
、
横
浜
や
大
阪
の
行

政
区
と
異
な
り
、
市
町
村
と
同
じ
よ
う
な

仕
事
を
し
、
区
長
も
住
民
か
ら
選
挙
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
2
7
年
の
地
方

自
治
法
の
改
正
で
、
特
別
区
は
、
二
十
三

区
の
行
政
水
準
を
そ
ろ
え
て
都
行
政
の
一

体
性
を
確
保
す
る
と
い
う
名
の
も
と
に
、

都
の
下
部
組
織
的
な
色
彩
が
強
く
な
り
権

能
も
著
し
く
．
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
世
田
谷
区
議

会
も
、
ほ
か
の
区
と
一
緒
に
自
治
権
拡
充

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
四
月
の
選
挙
で
、
新
入
講
員
が
定
数
の
臼

半
分
近
く
を
占
め
、
新
し
い
構
成
と
な
っ

た
区
議
会
が
、
今
後
の
自
治
権
拡
充
運
動

を
ど
う
進
め
る
か
を
考
え
る
た
め
、
今
ま

で
の
都
区
の
あ
り
方
を
勉
強
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
7

（
答
）
区
の
負
担
分
は
一
、
六
〇
〇
万
円
の

見
込
み
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
額
都
が
支

出
す
る
よ
う
折
衝
す
る
。
な
お
、
総
事
業

費
は
】
○
億
円
あ
ま
り
で
あ
る
。
全
員
の

賛
成
で
組
合
を
結
成
し
て
か
ら
事
業
に
着

手
す
る
方
針
だ
。
準
備
組
合
か
ら
反
対
者

説
得
の
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
行
っ
て

説
明
す
る
。

（
意
見
－
賛
成
）
組
合
と
地
元
と
の
話
が
ま

と
ま
っ
た
時
点
で
直
ち
に
条
例
を
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
今
回
条
例
を

設
置
し
て
お
く
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

地
元
を
民
主
的
に
説
得
し
な
が
ら
、
今
後

の
指
導
に
当
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
の
影
響

も
考
え
て
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

市
場
調
査
は
十
分
行
な
う
べ
き
だ
。

（
意
見
ー
反
対
）
東
京
都
か
ら
流
れ
て
き
た

も
の
を
そ
の
ま
ま
条
文
化
し
て
提
案
す
る

の
で
は
主
体
性
が
な
い
。
条
文
の
表
現
も

誰
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
心
す
べ
き
だ
。

　
こ
の
事
業
に
加
入
す
る
者
は
あ
る
程
度

月
1
5
日
に
全
員
協
議
会
を
開
き
、
佐
藤
竺

成
践
大
学
教
授
を
招
い
て
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
教
授
は
、
特
別
区
の
沿
革
と
都
区
の
対

立
の
歴
史
を
説
明
し
な
が
ら
自
治
権
拡
充

運
動
に
ふ
れ
て
　
　
現
在
論
議
さ
れ
て
い

る
区
長
公
選
の
問
題
は
、
こ
れ
が
形
式
的

に
実
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
自
治
権
拡
充

運
動
が
直
ち
に
達
成
さ
れ
る
と
考
え
る
の

は
早
計
と
思
う
。
や
は
り
自
治
権
拡
充
の

た
め
に
は
地
方
議
会
が
み
ず
か
ら
の
手
で
、

立
法
能
力
や
行
政
・
財
政
の
監
督
能
力
と

が
独
自
の
調
査
能
力
を
高
め
て
い
く
努
力

が
必
要
で
あ
ろ
う
ー
と
示
唆
に
富
む
見

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
自
治
権
拡
充
運
動
は
、
こ
の
よ

う
な
専
門
家
の
意
見
な
ど
を
参
考
と
し
な

が
ら
、
着
実
に
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
前
の
東
知
事
は
、
こ
の
区
長
公
選
に
つ

い
て
賛
成
の
態
度
を
示
し
て
い
た
の
－
で
す

が
、
と
う
と
う
実
現
を
見
な
い
ま
ま
に
終

わ
り
ま
し
た
。
今
度
の
美
濃
部
知
事
も
区

長
公
選
制
が
正
し
い
あ
り
方
だ
と
の
見
解

を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
な
り

ゆ
き
に
期
待
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一
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経
済
的
な
基
礎
が
必
要
で
そ
れ
が
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
は
失
敗
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は

こ
の
法
律
そ
の
も
の
が
劣
悪
だ
か
ら
だ
。

●
玉
川
支
所
庁
舎
会
館
新
築
落
成
に
伴
う
条
F

　
例
の
一
部
改
正
　
四
件
（
賛
成
全
員
）

　
O
玉
川
支
所
位
置
変
更
条
例

　
O
区
民
会
館
設
置
管
理
条
例

　
0
出
張
所
設
置
条
例

　
0
福
祉
地
区
、
福
祉
事
務
所
条
例

　
　
（
後
の
二
件
は
住
居
表
示
の
実
施
に
よ

　
　
る
第
十
三
出
張
所
と
世
田
谷
福
祉
事
務

　
　
所
の
所
管
区
域
の
地
名
変
更
も
含
む
）

　
庁
舎
竣
正
後
の
地
番
が
、
玉
川
等
々
力
町

こ
丁
目
七
十
四
番
地
の
三
か
ら
同
二
丁
目
七

十
四
番
地
砕
ル
に
変
わ
る
。
庁
舎
に
併
設
し

た
会
館
の
ホ
ー
ル
、
集
会
室
、
結
婚
式
場
の

利
用
規
定
の
整
備
（
使
用
開
始
は
9
月
1
日

の
予
定
）
。
玉
川
第
三
出
張
所
と
玉
川
福
祉
事

務
所
が
庁
舎
内
に
移
転
。

ダ
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●
図
書
館
新
築
工
事
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
羽
根
木
公
園
南
斜
面
に
建
設
す
る
毛
の
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
二
階
地
下
一
階
。

延
ぺ
一
、
三
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
。
契
約
金

額
五
、
五
六
〇
万
円
。
契
約
の
相
手
方
林
工

業
株
式
会
社
。
完
成
予
定
昭
和
43
年
3
月
10

日
。（
問
）
予
定
金
額
と
落
札
金
額
と
の
差
が
少

・
な
過
ぎ
る
。
契
約
し
た
業
者
の
実
績
は
。

　
こ
の
契
約
締
結
を
急
ぐ
の
は
な
ぜ
か
。
（
提

　
案
6
月
22
日
、
議
決
6
月
2
3
日
）

（
答
）
入
札
す
る
各
社
に
設
計
内
容
を
示
し

　
て
現
場
説
明
を
行
な
う
の
で
積
算
に
そ
う

　
差
が
な
い
の
が
通
例
だ
。
こ
の
会
社
は
区

　
内
大
手
五
社
の
う
ち
の
一
社
で
、
区
内
小

　
中
学
校
の
建
築
を
は
じ
め
相
当
な
実
績
が

　
あ
る
。
建
物
の
構
造
、
規
模
か
ら
み
て
、

　
こ
れ
だ
け
の
工
期
は
必
要
だ
。
，

●
区
税
条
例
改
正
　
二
件
（
磯
加
、
封
．
公
．
民
．
寵
）

　
6
月
－
日
施
行
分
　
主
な
改
正
点
①
特
別

区
民
税
の
非
課
税
範
囲
を
、
障
害
者
・
老
人

・
寡
婦
・
未
成
年
者
に
つ
い
て
年
収
二
四
万

円
を
二
六
万
円
に
広
げ
た
こ
と
。
②
所
得
税

が
更
正
決
定
し
て
も
申
告
し
な
く
て
よ
い
。

③
い
つ
も
十
人
未
満
の
給
与
を
扱
う
特
別
徴

収
義
務
者
は
、
納
入
を
年
二
回
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
特
例
。
④
特
別
区
た
ば
こ

消
費
税
の
税
率
を
百
分
の
十
五
か
ら
百
分
の

十
八
二
に
引
き
上
げ
。
⑤
こ
の
ほ
か
延
滞

金
計
算
期
間
の
一
部
短
縮
、
退
職
年
金
等
の

還
付
の
特
例
、
身
障
者
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
減
免
範
囲
の
拡
大
な
ど
。

　
な
お
こ
れ
は
区
長
の
※
専
決
処
分

　
7
月
1
日
施
行
分
　
改
正
点
は
、
紙
の
製

造
に
使
用
す
る
電
気
ガ
ス
税
率
を
、
五
年
間

に
限
り
百
分
の
二
（
現
行
百
分
の
七
）
と
す

　
新
し
い
委
員
会
構
成

　
5
月
22
日
に
開
か
れ
た
臨
時
区
議
会
で
、

新
し
い
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
が
き
ま
り
ま
し
た
。

●常任委員会

委員会名 受　　　持　　　事　　　項 委　　員　　　長 副　委　員　長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

総務財政
総務部、税務経理部に
関する事項並びに他の
委員会に属しないr卿頁

高橋　政見（自） 須田　守［1ヌ自）
森田　キミ1挫）

荒木　義 ・（ri）　梶山　正二ll‘D　山l　l　昭1自〉
渡辺　　亘（自）　笠原吉五郎〔［‘1）　堤　　照次1自〉
朴】　1尺　　　要（参止）　　阿】巳1　’ゐ　ヂU≒）　　イく多シズェr1灘）

戸田　・僻～’（公）　高木　IIて忠‘民1

区　　　民 区民部に関する1一項 門片　 ・郎1自） 内山　武次rrP
武∫1二留治1公）

藤島ナツμ自）　Il1村　大吉（自）　石井健太郎（自）
佐藤　IE男1社〉　岩根志津ヂ（社）　谷日　導，劇社）

厚　　　生 厚生部に閲するiド項 横山　　浩（白）
小島　哲郎‘自）
河西　忠三1社〉

石塚　　玄（臼）　大1伍定左右（自1　奈良　友雄1自）
井h珊一郎（自）　竹田　　茂1社）　神宮　寿ノこ1公1
中旧　史郎（共）　丸山　孝失（民）

建　　設 土木部及び逮築部に関
する’拝項 山田　俊 イ社〕 松原　知治lrD

矢藤　弘三1ドP

岩城庄太郎（自）　俺藤　　順‘自），小山　菊男（rD
小山　雄央（自）　志茂　京チ（社）　國田　　纂1社）
ノく沢　　孝明〔公）　川村　正治（共）　長谷川ヒ郎1民）

文　　教
教育器員会に関する「ド
項

亀，1二弔光lrIl、
弔山　八郎（rl）
迫田　参ム∫μ公）

細lrI宗源（自）　大　干代ρ（臼）　山沢　修白（rP
｝旦　ウ＝　　文＝メこ（事t〉　　多禽イく肇斤十2襖口（農土）　　IL』山奇　　才台1支（共，

●特別委員会

任
期
は
、
常
任
委
員
は
向
う
一
年
間
、
特
別

委
員
は
き
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
委
員
会
は

区
議
会
が
開
か
れ
な
い
時
で
も
会
議
を
開
い

た
り
視
察
を
行
な
っ
た
り
し
ま
す
。

委員会名 審　　　査　　　事　　　項 委　　員　　畏 副　委　員　長 委 員

交通対策

1．区内道路の交通安袋対
　藁について
2．区内交通機関対策につ

　いて

足・ス　文夫（社）
荒木　、渡一（rD
丸山　孝夫1民）

細川　宗源（r江）
内山　武次（自）
小山　雄央（自）
迫田　奮雄〔公）

中村　大吉（自）

佐藤’　順伯）
佐藤　正男（社）’

川村　正治（共）

小島　哲郎（1’垂）

星　　照次（自）
山田　俊一（社）
本多シズエ〔無〉

特別区制
調　　査

区長公選制の復活をk
軸とする特別区のrl治
権拡充について

竹田　　茂‘社）
山　口　　昭（自）

門田　’11ゴイ共1

須田　守IE（自〉
梶山　IE二（自〉
河西　忠三（社）
長谷川七郎（民ウ

大商定左右（自）
亀井　重光（月）
森田　キミ（社）

横山　　浩〔自〉
小山．菊男（自）
大沢　孝明（公）

上下水進
促　　進

1．上水道の配水対策につ

　いて
2．下水道の布識促進対策

　について

省城庄太郎（自）
奈良　友雄（白）
岩根志津ヂ（社）

矢藤　弘≡（白）
門井　一・郎（自）

相沢　　要（社）
山崎　治茂（共）

藤島ナツ子（臼）
山沢　修白（自）
谷口　　浮志（社）

高木　正忠（民〉

石塚　　玄（ド1）
・F山　八郎（自）
武井　留治（公）

庁舎延設
第二庁舎および玉川・
砧庁舎会館建1没につい
て

戸田　重智（公）
井上嘉一郎（自）

園田　　築（社）

高橋　政兄（自）
石井健太郎（自）
、志茂　京ρ（社）

中田　史郎（共）

渡辺　　直（自）
大　千代戸（臼）

鈴木新セ郎（社）

笠原吉五郎1白）

松原　期治lrの
神宮　寿夫，‘公）

●新たに認定した区道（賛成全員

延長（m）地在所

35．88

50．70

503．00

94．60

41．13

107．00

47．00

94．60

34．25

80．98

498．00

142．50

69．60

118．50

73．50

293．50

314．07

松原5丁目466～468

松原5丁目769～770
宮坂3丁目67～桜上水2丁目196

弦巻4丁目13

玉∫II奥沢町1丁目33

玉川奥沢町1丁目31～40

玉川1丁目153～154
玉川中町2丁目98

新町2丁目184

玉川瀬田町946

鳥山町187
祖師谷2丁目311～313

砧町359

船橋町35

烏山町663
、烏［⊥1田丁1，785～1，788

松原6丁目291～340

2．598．81計

る
も
の
。

（
意
見
－
反
対
）
こ
の
程
度
の
減
税
措
置
で

　
は
ま
る
で
話
に
な
ら
な
い
。
た
ば
こ
消
費

　
税
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
税
制
改
正
に
よ
る

　
地
方
税
の
減
収
ぱ
カ
バ
ー
で
き
な
い
。
専

　
決
処
分
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
地
方
税
法

　
の
公
布
が
五
月
三
十
一
日
、
条
例
の
改
正

　
施
行
を
六
月
一
日
と
い
う
進
め
方
は
、
地

　
方
議
会
を
無
視
す
る
も
の
だ
。
電
気
ガ
ス

　
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
大
資
本
家
優
遇
措

　
置
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

※
専
決
処
分

　
予
算
と
か
筆
例
な
ど
区
政
の
重
要
な
こ
と
が
ら
は
、
区
炎
瓜
が
議

決
し
な
い
と
決
定
で
き
な
い
の
で
す
が
、
①
仕
事
が
緊
急
を
要
す
る

場
合
・
寡
双
が
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
③
議
会
か
ら
ま
か
さ
れ

た
場
合
な
ど
に
は
、
区
長
だ
け
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
導
決
処
分
と
い
い
ま
す
。

　
専
決
処
分
を
し
た
場
合
は
、
区
長
は
あ
と
で
議
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
監
査
委
員
の
選
任
同
意
（
駿
御
融
鯵

　
　
　
　
と
関
係
条
例
改
正
二
件
（
賛
成
全
員
）

　
○
監
査
委
員
　
宇
田
川
忠
次
郎
氏
　
再
任

、
○
監
査
委
員
条
例
と
監
査
委
員
の
報
酬
費

　
　
用
弁
償
条
例
の
改
正
。

　
　
事
務
局
に
技
術
職
員
を
配
置
し
た
こ
と

に
よ
る
規
定
の
整
備
と
、
任
期
が
満
了
し

　
た
監
査
委
員
が
後
任
者
が
選
任
さ
れ
る
ま

　
で
の
間
に
そ
の
職
務
を
行
な
っ
た
場
合
の

　
報
酬
、
費
用
弁
償
の
規
定
を
明
確
に
す
る
。

●
公
園
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
総
合
運
動
場
が
建
設
さ
れ
て
い
る
仮
称
砧

運
動
公
園
を
「
大
蔵
運
動
公
園
」
と
い
う
正

式
名
称
を
も
っ
て
設
置
し
、
管
理
規
定
を
整

備
。
小
泉
公
園
の
位
置
の
表
示
は
住
居
表
示

の
実
施
で
7
月
1
日
か
ら
変
わ
る
。

●
生
業
資
金
貸
付
審
査
会
条
例
改
正
（
鱗
触
）

　
貸
付
審
査
会
の
委
員
を
二
名
増
員
し
、
十

五
名
と
す
る
。

●
児
童
遊
園
の
新
設
と
廃
止
（
賛
成
全
員
）

　
新
設
は
池
尻
児
童
遊
園
（
池
尻
三
丁
目
二

一
番
四
号
）
。
廃
止
は
桜
児
童
遊
園
（
桜
一
丁

目
四
〇
番
三
号
－
自
警
会
住
宅
団
地
内
）
廃

止
の
理
由
は
住
宅
の
改
築
。

（
委
員
会
意
見
）
利
用
条
件
、
立
地
条
件
な

ど
を
十
分
に
考
慮
し
、
必
ず
し
も
自
警
会
団

地
内
に
限
る
こ
と
な
く
そ
の
付
近
も
含
め
て

よ
り
よ
い
児
童
遊
園
地
を
確
保
さ
れ
た
い
。

●
学
校
設
置
条
例
の
改
正
（
賛
盛
貢
）

　
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
、
区
立
駒
沢
小
、

　
中
学
校
の
位
置
の
表
示
が
変
更
。

●
区
議
会
が
推
せ
ん
す
る
農
業
委
員
（
瞭
賊
）

　
　
松
原
知
治
（
経
笠
丁
旦
五
番
一
9
薩
墜
棄
員
）

●
総
合
運
動
場
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
現
在
建
設
中
の
庭
球
場
の
使
用
料
を
定
め

　
る
も
の
。
（
使
用
開
始
予
定
1
0
月
1
日
）

　
］
回
一
面
一
時
聞
以
内
　
三
〇
〇
円

区議会の会派構成

30

笹
5
4
3
1

自民党

社会党

公明党

共産党

民社党

無所属

55計
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代表質問　
　
　
　
　
　
財
政
調
整
改
正
の
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
民
党
ー

◆
　
都
区
財
政
調
整
（
饒
編
鐘
錠
）

に
よ
り
、
都
か
ら
四
億
余
万
円
納
付
の
仮
内

示
を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
対
策
は
。

ま
た
、
そ
の
ま
ま
納
付
し
た
場
合
、
当
初
の

財
政
計
画
に
狂
い
が
生
じ
な
い
か
。

1
こ
の
納
付
額
は
承
服
で
き
な
い
。
住
民

税
は
住
民
の
福
祉
に
還
元
す
る
の
が
使
命
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
折
衝
に
最
善
を
尽
く
し

た
い
。
ま
た
交
付
金
が
な
く
て
も
留
保
財
源

が
あ
る
の
で
財
政
計
画
に
は
支
障
な
い
。

◆
　
財
政
調
整
で
は
毎
年
苦
労
す
る
が
、
法

そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
改
正
の
考
え
は
あ
る
か
。

1
納
付
、
交
付
の
問
題
は
、
昭
和
4
0
年
の

事
務
事
業
の
移
管
が
中
途
は
ん
ぱ
で
あ
っ
た

た
め
残
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
当
然

手
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

◆
　
区
が
管
理
す
る
公
共
溝
渠
、
河
川
敷
を

不
法
に
占
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
各
所
に
あ

る
。
今
後
の
対
策
い
か
ん
。

1
従
来
許
可
し
た
も
の
、
し
な
い
も
の
の

区
別
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
ス
テ
ッ

カ
ー
を
つ
く
り
区
別
し
た
。
ま
た
使
用
期
間

切
れ
、
無
断
使
用
者
に
つ
い
て
は
随
時
催
告

し
て
い
る
。

◆
　
用
地
買
収
が
適
切
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
、
用
地
事
業
特
別
会
計
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。

1
庁
議
で
検
討
し
た
結
果
、
利
害
相
半
ば

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
角

度
か
ら
再
検
討
し
た
い
。

◆
　
高
速
三
号
線
が
完
成
す
る
と
、
沿
道
住

民
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
都
市
計
画
審
議
会
に
条
件
を

つ
け
る
べ
き
だ
。

1
い
ま
ま
で
に
も
都
市
計
画
審
議
会
に
条

件
を
つ
け
て
き
た
が
採
用
に
な
ら
な
か
っ
た
。

◆
　
美
濃
部
都
知
事
の
選
出
で
、
民
主
的
な

都
区
政
を
熱
望
す
る
声
が
ち
ま
た
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
区
長
は
ど
の
よ
う
な
政
治
姿
勢
で

こ
れ
に
の
ぞ
む
か
。
区
民
と
の
対
話
は
　
十

分
行
な
わ
れ
て
い
る
と
思
う
か
。

1
革
新
知
事
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
意

識
過
剰
に
な
る
必
要
は
な
い
。
あ
く
ま
で
相

互
に
善
意
と
信
頼
の
も
と
に
仕
事
を
行
な
っ

て
い
く
態
勢
で
い
い
と
思
う
。
民
主
政
治
は

議
会
政
治
で
あ
り
、
区
民
と
の
対
話
は
区
議

会
を
媒
体
と
し
て
仕
事
を
行
な
う
こ
と
が
基

本
的
な
対
話
と
思
う
。

㊥
　
　
「
区
長
公
選
」
は
い
ま
や
単
な
る
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
は
な
い
。
特
別
区
の
自
治
権
拡
充
、

財
政
権
の
確
立
は
、
　
「
区
長
公
選
」
と
切
り

離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
区
長
は
積
極
的

に
公
選
運
動
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
だ
。

1
「
区
長
公
選
」
は
論
議
の
と
き
で
な
い

の
は
そ
の
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

法
改
正
を
国
会
に
働
き
か
け
る
以
外
に
な
い
。

◆
　
世
田
谷
区
の
様
相
は
高
速
三
、
四
号
線

道
路
な
ど
の
、
国
や
都
の
都
市
計
画
事
業
に

よ
り
大
き
く
変
貌
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る

住
民
の
意
向
を
、
区
長
は
ど
う
キ
ャ
ッ
チ
し
、

ど
う
反
映
さ
せ
る
考
え
か
。

1
都
市
計
画
事
業
に
対
す
る
住
民
意
向
の

キ
ャ
ッ
チ
に
は
、
た
え
ず
思
索
し
方
法
を
考

え
て
い
る
。
今
後
も
一
そ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。

◆
　
世
田
谷
区
の
行
政
水
準
は
、
地
域
に
ょ

り
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
人
間
生
活

に
不
可
欠
の
水
さ
え
十
分
供
給
さ
れ
て
い
な

い
。
道
路
、
交
通
機
関
、
公
共
福
祉
施
設
な

ど
の
格
差
解
消
に
つ
い
て
、
長
期
的
展
望
に

立
っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

1
区
内
の
行
政
水
準
は
確
か
に
ま
だ
不
十

分
。
こ
の
是
正
方
に
は
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

過
大
都
市
の
自
己
防
衛
と
し
て
、
総
合
開
発

計
画
の
策
定
を
急
い
で
い
る
。

　
　
　
　
教
科
書
売
り
込
み
に
憂
う
べ
き

　
　
　
　
事
態
　
　
　
　
ー
公
明
党
1

◆
　
教
科
書
無
償
措
置
法
に
ょ
り
、
教
科
書

販
売
業
者
の
売
り
込
み
合
戦
が
盛
ん
に
な
り

随
所
に
憂
う
べ
き
事
態
が
起
き
て
い
る
。
理

事
者
は
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
か
。

ー
来
年
の
4
月
、
教
科
書
更
新
の
時
期
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
出
版
会
社
は
相
当
激
し

い
宣
伝
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
誤
解
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
行
動
を
と
る
よ
う
教
師
に
示
達
し
て
い

る
。
今
後
も
厳
重
な
る
体
制
で
臨
み
た
い
。

◆
　
小
田
急
線
の
下
北
沢
、
梅
丘
、
経
堂
な

ど
の
踏
切
問
題
、
環
八
と
の
立
体
交
差
に
ょ

る
京
王
線
高
架
を
鳥
山
ま
で
の
延
長
問
題
、

新
玉
川
線
の
促
進
問
題
等
々
に
つ
い
て
推
進

運
動
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

1
小
田
急
線
の
踏
切
問
題
は
、
都
市
計
画

審
議
会
で
き
め
た
四
線
高
架
を
期
待
す
る
よ

り
解
決
の
方
法
が
な
い
。

　
京
王
線
高
架
に
つ
い
て
は
鳥
山
駅
の
西
、

少
な
く
と
も
区
内
全
部
高
架
に
な
る
よ
う
働

き
か
け
た
い
。

　
新
玉
川
線
工
事
遅
延
の
原
因
は
、
新
玉
川

線
を
銀
座
線
と
相
互
乗
り
入
れ
さ
せ
る
こ
と

が
で
ぎ
な
い
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し

あ
と
一
カ
月
す
れ
ば
進
展
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
こ
と
。

◆
　
水
無
川
（
鳥
山
川
）
は
、
降
雨
時
に
な

る
と
特
に
バ
イ
パ
ス
以
北
は
毎
回
水
害
を
こ

う
む
る
。
こ
の
改
修
計
画
は
ど
う
か
。

1
二
級
河
川
の
鳥
山
川
は
粕
谷
町
で
東
へ

曲
が
っ
て
い
る
。
そ
の
分
岐
点
か
ら
西
へ
流

域
を
か
え
て
仙
川
系
統
に
一
部
流
す
予
定
で

計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
公
選
区
長
が
民
主
区
政
を

　
　
　
　
　
　
進
め
る
　
　
1
共
産
党
1

◆
　
区
政
の
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
勤
労
者
、

中
小
企
業
者
、
青
年
、
婦
人
、
そ
の
他
恵
ま

れ
な
い
区
民
諸
階
層
の
生
活
を
守
り
、
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
民
の
要
求
は
山
と
積
ま
れ
て
い
る
。
子
供

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
緊
急
対
策
と
し
て
、

都
内
各
小
中
学
校
か
ら
の
歩
道
橋
希
望
数
は

五
百
六
十
橋
も
あ
る
。
通
学
、
通
園
路
を
中

心
に
大
型
ト
ラ
ツ
ク
・
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
の

乗
り
入
れ
、
ス
ピ
ー
ド
制
限
、
緑
の
お
ば
さ

ん
の
不
足
、
交
通
公
害
の
調
査
結
果
に
よ
る

対
策
、
あ
る
い
は
水
害
と
悪
臭
を
な
く
す
た

め
の
中
小
河
川
対
策
、
あ
る
い
は
区
立
保
育

所
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
絶
対
数
の
不
■
足
、

学
校
建
設
や
校
地
買
収
の
問
題
な
ど
数
限
り

な
い
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
の
区
長
選
任
制
に

具
体
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、

区
長
と
議
会
と
の
関
係
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公

選
に
よ
っ
て
民
意
を
基
礎
と
し
、
均
衡
と
調

和
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
こ
れ
ら

区
民
の
要
望
に
沿
え
得
る
よ
う
に
な
る
。
区

長
公
選
実
現
の
た
め
、
区
長
は
ど
の
よ
う
に

努
力
す
る
考
え
か
。

1
区
政
の
基
本
的
な
心
が
ま
え
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で
公
人
と
し
て
謙
虚
に
是
々
非

々
主
義
で
臨
む
と
と
も
に
、
ほ
ん
と
う
に
血

の
通
っ
た
区
政
の
味
を
出
す
に
は
、
人
と
し

て
潤
い
の
あ
る
考
え
方
で
、
人
間
性
の
よ
さ
、

悪
さ
、
弱
さ
、
そ
う
い
う
も
の
を
お
互
い
に

調
整
し
て
、
矛
盾
な
く
社
会
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
心
を
砕
い
て
い
る
。

　
区
長
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の

制
度
よ
り
直
接
選
挙
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い

が
、
選
任
方
法
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
人
を
得

れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

区
営
住
宅
の
建
設
を

　
　
　
1
民
社
党
1

　
　
区
の
世
論
調
査
か
ら
も
区
民
の
住
宅
事

情
の
困
窮
が
う
か
が
え
る
。
低
所
得
者
に
住

宅
を
提
供
し
、
区
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福

祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
区
営
住
宅
の
建
設

に
着
手
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

1
低
所
得
者
の
た
め
の
住
宅
事
情
は
十
分

で
な
い
が
、
区
と
し
て
い
ろ
い
ろ
施
設
を
つ

く
る
序
列
を
検
討
す
る
と
、
別
の
問
題
も
山

積
し
て
お
り
、
財
源
上
か
ら
も
区
営
住
宅
建

設
計
画
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
。

◆
　
最
近
の
交
通
事
情
の
悪
化
か
ら
「
道
路

交
通
の
不
安
」
を
訴
え
る
区
民
が
多
い
。
児

童
、
幼
児
を
交
通
禍
か
ら
守
る
た
め
の
児
童

遊
園
、
公
園
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

1
人
命
の
尊
重
が
福
祉
国
家
の
目
的
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
交
通
禍
を
な
く
す
た
め
の

施
設
整
備
を
進
め
た
い
。
遊
園
地
、
公
園
の

設
置
は
、
毎
年
ニ
カ
所
の
予
定
で
進
め
て
い

る
が
財
源
の
許
す
範
囲
で
計
画
を
上
回
っ
て

整
備
し
て
い
る
。
ま
た
借
地
の
遊
園
地
は
で

き
る
だ
け
買
収
す
る
方
針
で
あ
る
。

◆
　
学
童
保
育
所
を
つ
く
る
場
合
、
指
導
員

を
ふ
や
し
自
由
な
雰
囲
気
を
与
え
る
こ
と
が

必
要
で
、
保
育
園
と
と
も
に
人
口
密
度
の
高

－
学
童
保
育
は
対
象
児
童
を
把
握
し
て
、

多
く
の
地
区
に
設
置
し
た
い
。
保
育
園
増
設

は
毎
年
ニ
カ
所
に
、
そ
の
ほ
か
既
存
の
木
造

保
育
園
を
鉄
筋
に
改
築
、
定
員
増
を
は
か
る

施
策
を
行
政
施
設
五
力
年
計
画
（
昭
和
⑳
年

～
45
年
）
で
進
め
た
い
。

い
地
域
に
増
設
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
。

4
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③
非
通
安
全
対
策

◆
　
学
童
の
交
通
安
全
の
た
め
に
緑
の
お
ば

さ
ん
が
一
校
二
名
弱
で
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

通
学
路
の
危
険
個
所
も
ふ
え
て
い
る
の
で
そ

の
対
策
は
ど
う
か
。

ー
正
規
職
員
と
し
て
緑
の
お
ば
さ
ん
は
本

年
四
名
増
の
一
二
〇
名
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
，

二
十
三
区
一
体
と
な
っ
て
都
に
増
員
を
要
望

し
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
力
し
た
い
。

◆
　
41
年
中
の
区
内
学
童
交
通
事
故
件
数
は

五
〇
七
件
で
都
内
屈
指
と
い
わ
れ
る
。
通
学

う
か
。

ー
危
険
個
所
の
実
態
を
学
校
別
に
調
査
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
通
学
区
域
は
五
百
メ
ー

ト
ル
以
内
に
再
編
成
し
、
放
課
後
の
対
策
に

は
校
庭
開
放
を
進
め
た
い
。

◆
　
区
内
交
通
事
情
は
幹
線
道
路
の
完
成
に

よ
り
今
後
ま
す
ま
す
混
雑
と
危
険
が
増
大
す

る
。
区
は
こ
の
対
策
と
し
て
「
交
通
災
害
共

済
制
度
」
を
設
け
る
意
思
は
な
い
か
。

ー
「
制
度
」
の
保
障
間
題
や
保
険
業
法
、

人
件
費
の
関
係
を
二
十
三
区
の
区
長
会
で
も

検
討
し
た
が
問
題
も
あ
り
、
今
後
も
課
題
と

し
て
研
究
を
続
け
た
い
。

路
の
危
険
個
所
の
把
握
と
今
後
の
対
策
は
ど
．

軽
土
木
行
政

◆
　
多
摩
川
河
川
敷
地
を
区
民
に
開
放
す
る

方
法
を
区
と
し
て
考
え
な
い
か
。
ま
た
区
立

多
摩
川
遊
園
は
荒
れ
た
ま
ま
で
は
な
い
か
。

ー
河
川
敷
の
開
放
は
国
が
計
画
を
進
め
て

い
る
が
区
と
し
て
も
努
力
し
た
い
。
多
摩
川

遊
園
は
築
造
後
荒
れ
て
い
る
の
で
大
き
く
手

入
を
し
整
備
を
は
か
り
た
い
。

◆
　
鴎
友
学
園
前
道
路
に
は
、
住
宅
地
を
抜

け
る
一
部
分
が
簡
易
舗
装
で
あ
り
、
ま
た
拡

幅
さ
れ
な
い
個
所
も
あ
る
。
こ
の
解
決
策
は
。

ー
簡
易
舗
装
の
部
分
は
本
年
中
に
整
備
す

る
。
未
買
収
の
部
分
は
さ
ら
に
地
主
と
話
し

合
い
を
続
け
解
決
に
努
力
し
た
い
。

◆
　
私
道
は
全
額
区
費
で
整
備
し
維
持
管
理

す
る
よ
う
に
、
区
の
条
例
を
改
正
す
る
意
思

は
な
い
か
。

ー
区
の
私
道
面
積
は
約
八
十
万
平
方
メ
ー

ト
ル
で
現
在
ま
で
に
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
地
元
負
担
で
舗
装
し

た
。
今
後
も
未
開
発
地
域
の
私
道
が
ふ
え
つ

つ
あ
る
の
で
、
現
段
階
の
全
額
負
担
は
む
ず

か
し
い
。

◆
　
廻
沢
町
ガ
ス
タ
ン
ク
設
置
の
際
、
幅
員

六
メ
ー
ト
ル
の
区
道
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。ー
道
路
の
つ
け
か
え
が
一
部
分
そ
の
ま
ま

に
な
、
っ
て
い
る
の
は
遺
憾
だ
。
利
害
関
係
人

に
対
し
合
法
的
な
手
統
を
進
め
て
い
る
が
、

な
鉛
解
決
に
は
積
極
的
に
努
力
し
た
い
。

◆
　
下
水
側
溝
の
ど
ぶ
さ
ら
い
で
、
泥
が
道

路
上
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
早
急
な
処
理
が

望
ま
れ
る
。

ー
泥
の
処
理
は
年
間
三
千
三
百
万
円
を
投

入
し
て
当
っ
て
い
る
。
今
年
は
側
溝
二
万
メ

ー
ト
ル
に
フ
タ
を
し
て
整
備
を
は
か
り
た
い
。

■
D
教
育
行
政

◆
　
P
T
A
公
費
負
担
解
消
の
予
算
が
ま
だ

示
さ
れ
ず
、
学
校
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

ー
公
費
で
支
弁
す
る
基
準
も
決
ま
っ
た
の

で
早
急
に
予
算
措
置
を
と
り
た
い
。

◆
　
区
立
幼
稚
園
八
カ
所
の
建
設
計
画
で
は

十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
抜
本
的
対
策
と

蔭
ド、

努
乳
馨
鉱
　
瓢
、
3

し
て
各
小
学
校
に
併
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

1
小
学
校
の
児
童
は
ま
だ
増
加
の
傾
向
に

あ
り
、
校
舎
の
増
築
に
追
わ
れ
て
い
る
現
状

で
は
併
設
は
困
難
で
あ
る
。

◆
　
給
食
セ
ン
タ
ー
設
立
の
目
的
が
不
明
確

だ
。
さ
き
に
区
長
、
教
育
長
は
調
査
検
討
中

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
調
査
の

結
果
は
ど
う
か
。

1
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
は
全
国
的
な
傾
向

に
あ
る
が
、
な
お
設
備
、
管
理
問
題
や
教
職

員
の
事
務
量
等
専
門
的
に
検
討
中
で
あ
る
。

融
区
民
生
活

◆
　
中
小
企
業
に
対
す
る
貸
付
資
金
の
増
額

や
貸
付
回
数
を
ふ
や
し
て
、
零
細
企
業
の
救

済
を
は
か
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ー
数
年
来
の
経
済
不
況
で
貸
し
付
け
希
望

者
も
ふ
え
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
予
算
額
を
一

千
万
円
に
増
額
し
た
い
。
貸
付
回
数
は
P
R
等

十
分
に
行
な
い
。
年
二
回
の
体
制
で
進
み
た
い
。

◆
　
二
十
四
ヵ
所
の
出
張
所
を
三
階
建
に
増

築
し
、
青
少
年
に
開
放
し
て
研
修
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
意
思
は
な
い
か
。

ー
出
張
所
は
箏
務
量
も
増
大
し
て
い
る
の

で
困
難
で
あ
る
。
青
少
年
の
施
設
に
は
現
在

五
カ
所
の
福
祉
会
館
を
設
け
て
い
る
が
将
来

も
長
期
計
画
で
強
力
に
建
設
を
進
め
た
い
。

。

撃
　
区
の
人
口
数
か
ら
も
現
在
の
四
保
健
所

で
は
少
な
い
。
こ
と
に
鳥
山
地
区
の
不
便
解

．
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

　
話
は
い
さ
さ
か
手
前
味
噌
め
く
が
、
新

議
会
に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
ニ
題
。

　
そ
の
一
　
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
門
出
を
飾
る
何
か
い
い
仕
事

は
な
い
か
い
な
と
は
誰
し
も
考
え
る
と
こ

ろ
。
誰
か
ら
と
も
な
く
コ
区
民
に
緑
を
」
と
い

う
声
が
異
議
な
く
具
体
化
。
議
員
み
ん
な

が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
5
月
2
日
、
羽

根
木
公
園
に
梅
の
若
木
が
植
え
ら
れ
た
。

付
近
の
「
梅
丘
」
と
い
う
地
名
に
ふ
さ
わ

し
い
梅
林
を
こ
の
公
園
に
作
ろ
う
と
い
う

計
画
。
し
か
し
こ
れ
に
要
し
た
費
用
金
二

千
七
百
円
也
を
初
め
て
の
報
酬
か
ら
天
引

き
は
ち
と
痛
か
っ
た
。
で
も
ま
あ
こ
れ
が

消
の
た
め
、
都
に
交
渉
し
設
置
す
る
方
途
は

講
じ
ら
れ
な
い
か
。

ー
法
の
定
め
で
は
七
カ
所
設
け
ら
れ
る
が

現
実
に
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
増
設
は
必

要
で
、
鳥
山
小
学
校
跡
地
に
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。

総
合
開
発
・
行
政
運
営

。

讐
　
百
万
都
市
建
設
の
未
来
図
に
取
り
組
ん

で
い
る
当
区
と
し
て
は
、
中
心
地
区
と
周
辺

地
区
と
の
格
差
是
正
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
。

ー
20
年
後
の
百
万
人
口
を
想
定
し
て
、
区

の
総
合
開
発
計
画
を
立
て
研
究
中
で
あ
る
。

周
辺
地
区
の
格
差
是
正
に
は
、
現
在
重
点
的

に
経
費
を
投
入
し
て
い
る
。

◆
　
人
口
増
加
に
と
も
な
い
地
域
の
総
合
開

発
に
は
、
住
民
参
加
の
区
政
が
大
切
と
思
う

が
ど
う
か
。

1
民
主
政
治
は
主
権
在
民
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
区
の
総
合
開
発
計
画
や
地
域
の
開
発

も
、
当
然
参
加
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
　
区
税
は
区
民
に
還
元
す
る
の
が
た
て
ま

え
だ
が
「
財
政
調
整
制
度
」
に
よ
っ
て
区
税

を
納
付
さ
せ
ら
れ
る
の
は
変
則
だ
。
改
善
す

る
意
向
は
な
い
か
。

L
都
と
区
の
一
体
性
か
ら
も
こ
の
制
度
は

必
要
だ
が
、
納
付
の
も
と
に
な
る
税
収
の
伸

び
の
性
質
を
え
り
分
け
る
な
ど
、
制
度
の
手

直
し
が
必
要
で
都
と
改
善
策
を
話
し
合
い
た

い
。

き
っ
か
け
で
区
民
が
緑
を
大
切
に
す
る
気

持
に
な
っ
て
く
れ
る
と
し
た
ら
安
い
よ
安

い
よ
Q

　
そ
の
二
　
区
政
に
取
り
組
む
最
初
の
議

会
は
6
月
定
例
会
。
そ
れ
ま
で
の
間
各
議

員
準
備
お
さ
お
さ
怠
り
な
い
が
、
わ
け
て

も
新
人
議
員
は
予
算
の
説
明
を
聞
い
た
り

施
設
を
廻
っ
た
り
汗
ダ
ク
の
勉
強
ぶ
り
。

そ
の
効
果
が
あ
っ
て
か
、
定
例
会
で
は
区

長
に
施
政
を
た
だ
す
「
一
般
質
問
」
が
行

な
わ
れ
る
が
、
質
問
者
が
何
と
二
十
二
人
。

区
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
大
盛
況
で
、
質

問
だ
け
で
本
会
議
を
二
日
つ
い
や
し
た
。

　
植
樹
と
い
い
質
問
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
い
、

区
議
会
の
清
新
な
意
気
を
如
実
に
物
語
る

も
の
だ
が
、
こ
の
気
持
息
切
れ
せ
ず
に
続

い
て
欲
し
い
で
す
よ
。
　
ー
編
集
子
1

　　’隔．　一■
’『
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請願陳　
　
　
　
　
で
診
、
、
賢
『
■
■
俄
い
㊥

　
6
月
28
日
の
第
二
回
定
例
区
議
会
で
、
各

委
員
会
の
審
査
を
終
わ
っ
た
講
願
・
陳
情
七

件
が
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
審
査
の
終
わ
っ
て
な
い
も
の
、
あ
ら

た
に
付
託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
二
十
八
件
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
議
会
閉
会

中
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

◎
＠
．
叢
政
奮
会

◇
在
日
朝
鮮
公
民
の
帰
国
協
定
無
修
正
延
長

に
関
す
る
請
願
　
－
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る

建
設
委
員
会

◇
夏
季
手
当
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
労
務
者
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
の
請

願◇
夏
季
手
当
等
に
関
す
る
請
願

　
－
以
上
三
件
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
要
求
各
項
目
に
つ
い
て
十
分
実

　
態
を
把
握
し
、
な
る
べ
く
趣
旨
に
沿
う
よ

　
う
努
力
さ
れ
た
い
。
こ
と
に
夏
季
手
当
支

　
給
額
に
つ
い
て
は
、
で
き
得
る
限
り
努
力

　
を
し
て
、
支
給
日
に
つ
い
て
も
可
及
的
す

　
み
や
か
に
支
給
で
き
る
よ
う
努
力
を
さ
れ

　
た
い
。畠
圓
圓
萎
員
会

◇
学
級
増
に
よ
る
校
舎
増
築
の
陳
情
（
砧
小
）

　
1
採
択
ー

◇
世
田
谷
区
立
祖
師
谷
小
学
校
改
築
に
関
す

る
請
願
－
採
択
ー

◇
世
田
谷
区
立
祖
師
谷
小
学
校
環
境
整
備
に

関
す
る
講
願
　
－
採
択
ー

意
見
書
要
望
書

　
　
　
　
　
　
区
長
公
選
を
重
ね
て
要
望

　
　
　
　
　
　
朝
鮮
帰
還
業
務
の
延
長
も

　
4
月
に
行
な
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
、

私
た
ち
だ
け
が
最
も
身
近
な
首
長
で
あ
る
区

長
を
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

区
議
会
で
は
区
長
公
選
を
は
じ
め
、
区
が
自

主
的
に
仕
事
が
で
き
る
力
を
ひ
ろ
げ
る
運
動

を
統
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
6
月
28
日
、
区
長

公
選
制
度
を
早
く
復
活
す
る
よ
う
政
府
・
国

会
に
要
望
し
、
東
京
都
に
も
協
力
を
仰
ぎ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
事
業
も
、
帰

国
を
希
望
す
る
人
が
多
い
現
状
か
ら
、
従
来

に
引
き
続
い
て
こ
れ
を
延
長
す
る
よ
う
厚
生

大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

区
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
御
意
見
、

御
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
”

世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
一
二
ー
二
七

　
　
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局

　
私
た
ち
大
蔵
住
宅
に
住
む
者
が
、

保
育
所
の
請
願
を
し
、

40

年
の
こ
と
で
す
。
意
見
付
採
択
と
い
う

“
絵
に
描
い
た
も
ち
”
を
現
実
の
も
の
に
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
仕
事
を
休
ん
で
何

回
も
陳
情
に
伺
い
ま
し
た
。
追
加
で
、
補

正
で
…
…
と
期
待
し
た
望
み
も
は
か
な
く

消
え
、
と
う
と
う
4
1
年
度
は
完
全
に
見
離

さ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
は
成
長
を
待
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

保
育
園
に
い
っ
て
い
た
子
も
今
は
二
年
生

そ
の
間
に
私
た
ち
の
周
囲
に
は
か
ぎ
っ
子

が
沢
山
ふ
え
ま
し
た
。
生
活
の
た
め
に
、

子
供
の
将
来
の
教
育
費
の
た
め
に
と
子
供

を
お
い
て
働
い
て
い
る
お
か
あ
さ
ん
や
、

今
は
内
職
し
か
で
き
な
い
が
保
育
所
が
で

き
た
ら
外
で
働
き
た
い
と
い
っ
て
い
る
お

か
あ
さ
ん
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
も

子
供
の
た
め
に
学
童
保
育
所
設
置
の
た
め

の
予
算
を
追
加
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
切

本
気
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

学
童
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
童

　
　
　
　
採
択
さ
れ
た
の
は

望
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
広
報
（
4
月
30
日
発
行
十
一
号
）
の

中
に
も
経
堂
、
砧
、
船
橋
、
鳥
山
北
、
芦
花

各
小
学
区
か
ら
の
講
願
が
採
択
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
砧
を
含
め
て
こ
れ
ら
の
地
区
に

は
共
通
の
条
件
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
陳
情
に
い
っ
て
い
つ
も
聞
か
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
「
利
用
者
が
少
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
に
い
わ
せ
れ
ば
、

利
用
者
の
少
な
い
と
こ
ろ
に
な
ぜ
建
て
た

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
関
係
各
位
も
不
合
理
な
配
分
は
改
め
て

要
望
の
多
い
と
こ
ろ
へ
早
く
建
設
し
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
が
よ
り
有
意
義
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
手
配
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
大
蔵
町
九
七
　
池
亀
初
江

－
区
誰
会
か
ら
1

　
学
童
保
育
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
四
年
目
、

今
ま
で
作
ら
れ
た
も
の
四
ヵ
所
、
今
年
度

の
計
画
は
た
っ
た
一
つ
。
ポ
ス
ト
の
数
ほ

ど
欲
し
い
施
設
な
の
に
、
こ
れ
で
は
あ
ま

り
に
消
極
的
す
ぎ
る
で
は
な
い
か
と
い
う

御
批
判
で
す
。

　
こ
の
投
書
を
持
っ
て
所
管
を
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、
い
ま
ま
で
の
テ
ス
ト
期
間
中
に

う
ち
当
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
検
討
し

な
が
ら
、
今
後
こ
の
事
業
に
ど
う
取
り
組

む
べ
き
か
基
本
的
な
方
針
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
だ
と
い
う
返
事
で
す
。

　
3
9
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
今
ま
で
が
テ
ス

ト
期
間
と
い
う
の
は
ず
い
分
気
の
長
い
話

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

今
ま
で
の
経
過
を
振
り
返
り
な
が
ら
問
題

の
所
在
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
東
京
都
が
区
（
市
町
村
）

を
補
助
し
て
進
め
る
事
業
と
し
て
出
発
し

た
の
で
す
が
、
都
の
方
針
は
、
原
則
と
し

て
小
学
校
の
空
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
施

設
に
経
費
を
か
け
な
い
で
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
が
そ
も
そ
も
こ

の
事
業
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
世
田

谷
区
の
場
合
区
内
の
小
学
校
を
な
が
め
わ

た
し
て
空
教
室
な
ど
と
い
う
ぜ
い
た
く
な

も
の
は
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京

都
の
方
針
に
忠
実
で
あ
れ
ば
一
個
所
も
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
で
世
田
谷
区
で
は
、
敷
地
の
余
裕

の
あ
る
学
校
に
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
を
作
っ

た
り
、
あ
い
た
区
の
施
設
を
利
用
し
た
り

し
て
学
童
保
育
に
あ
た
っ
て
き
て
い
る
の

が
い
ま
ま
で
の
経
緯
で
す
。

　
学
校
の
敷
地
を
利
用
す
る
方
式
は
、
用

地
買
収
費
が
い
ら
な
い
利
点
が
あ
り
ま
す

が
、
学
校
側
の
施
設
整
備
や
改
築
計
画
に

何
と
は
な
し
に
じ
ゃ
ま
に
な
り
ま
す
。
そ

う
か
と
い
っ
て
、
新
し
く
用
地
を
求
め
て

作
る
こ
と
に
は
な
か
な
か
踏
み
切
れ
ず
、

今
年
度
の
予
算
に
も
建
設
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
す
。

　
あ
ま
り
経
費
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う

気
持
や
東
京
都
か
ら
財
政
を
調
整
さ
れ
る

と
い
う
制
約
は
分
か
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
、
ど
う
し

て
も
建
て
て
ほ
し
い
所
よ
り
も
安
く
建
つ

所
が
優
先
し
「
利
用
の
少
な
い
と
こ
ろ
に

な
ぜ
建
て
た
」
と
い
う
非
難
が
起
こ
り
ま

す
。
　
も
う
今
の
時
点
で
は
、
学
童
保
育
事
業

へ
の
取
り
組
み
方
を
一
時
し
の
ぎ
的
な
方

針
で
は
な
く
、
長
期
的
な
展
望
の
上
で
取

り
組
む
べ
き
と
き
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
．

す
。
手
早
く
方
針
を
ま
と
め
て
、
区
議
会

が
協
力
し
い
い
条
件
を
築
い
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
ま
た
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
学
童
保
育
対
策

が
叫
ば
れ
る
の
は
、
日
本
の
児
童
福
祉
対

策
が
貧
因
で
あ
る
こ
と
の
裏
返
し
の
表
現

で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
設
が
充
実
さ
れ
れ
ば
、
と
り
た
て
て
学

童
保
育
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
る
と
と

も
な
い
の
で
す
が
、
児
童
館
の
建
設
、
児

童
遊
園
の
増
設
な
ど
、
学
童
保
育
の
問
題

が
側
面
か
ら
解
決
さ
れ
る
よ
う
な
努
力
も

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
投
書
の
前
後
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

あ
し
か
ら
ず
御
了
承
く
だ
さ
い
）

6

C

C 　　
）


	01
	02
	03
	04
	05
	06

